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評書

中
村
隆
英
・
藤
井
信
幸
編

『
都
市
化
と
在
来
産
業
』

宮
　
地
　
英
　
敏

　
本
書
は
一
九
九
七
年
に
出
版
さ
れ
た
中
村
隆
英
編
『
日
本
の
経
済
発
展

と
在
来
産
業
』
（
山
川
出
版
社
）
で
共
同
研
究
を
行
っ
た
グ
ル
ー
プ
が
、

引
き
続
き
共
同
で
研
究
を
行
っ
た
成
果
を
ま
と
め
た
論
文
集
で
あ
る
。
第

一
章
か
ら
第
五
章
ま
で
は
大
都
市
の
動
向
を
、
第
六
章
か
ら
第
九
章
ま
で

は
地
方
の
動
向
を
扱
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
個
別
論
文
の
紹
介
及
び

そ
れ
へ
の
若
干
の
感
想
を
述
べ
、
最
後
に
論
文
集
と
し
て
の
本
書
全
体
へ

の
コ
メ
ン
ト
を
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
第
一
章
「
近
代
日
本
の
都
市
『
小
経
営
』
」
（
谷
本
雅
之
）
で
は
、
『
市

勢
調
査
』
な
ど
の
統
計
デ
ー
タ
を
駆
使
し
つ
つ
、
明
治
末
・
大
正
期
の
東

京
市
に
お
け
る
小
経
営
（
家
族
労
働
＋
少
数
の
雇
用
労
働
を
使
用
す
る
経

営
）
の
動
向
を
中
心
に
考
察
が
な
さ
れ
る
。
従
来
主
に
「
都
市
雑
業
層
」

に
含
ま
れ
て
き
た
彼
ら
が
、
近
代
産
業
の
緩
衝
材
な
ど
で
は
な
く
、
ま
た

単
な
る
「
細
民
」
等
で
も
な
く
、
独
自
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
を
歩
む
存
在
で

あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
特
に
地
域
移
動
と
社
会
移
動
を

複
合
的
に
扱
っ
た
部
分
は
興
味
深
い
。
し
か
し
、
産
業
中
分
類
に
よ
る

デ
ー
タ
分
析
の
た
め
、
配
偶
者
労
働
の
意
味
、
徒
弟
の
あ
り
方
、
熟
練
度

の
差
異
等
、
都
市
小
経
営
に
お
け
る
重
要
な
要
素
が
通
説
か
ら
の
類
推
に

と
ど
ま
っ
て
お
り
、
具
体
的
事
例
に
即
し
た
更
な
る
分
析
が
待
た
れ
る
。

　
第
二
章
「
明
治
期
東
京
に
お
け
る
電
気
供
給
シ
ス
テ
ム
の
形
成
」
（
中

村
尚
史
）
で
は
、
社
会
的
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
電
力
供
給
に
注
目
し
、
東

京
電
灯
駒
橋
水
力
発
電
所
の
設
立
を
中
心
に
考
察
し
て
い
る
。
輸
入
技
術

を
用
い
た
水
力
発
電
に
よ
り
電
力
料
金
を
下
げ
た
点
と
、
送
電
網
の
改
善

に
よ
る
電
力
の
安
定
供
給
実
現
に
加
え
、
安
価
な
国
産
電
動
機
が
存
在
し

た
こ
と
が
、
大
企
業
・
大
工
場
の
み
で
な
く
都
市
中
小
工
場
の
電
化
に
も

結
び
つ
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
し
か
し
資
料
的
制
約
は
あ
る

で
あ
ろ
う
が
、
職
工
一
〇
人
以
上
工
場
に
限
っ
た
電
化
率
の
分
析
は
、
同

時
代
的
な
電
化
の
意
義
の
過
大
評
価
と
繋
が
る
で
あ
ろ
う
。
屋
内
電
灯
の

普
及
に
よ
り
、
小
工
場
や
谷
本
論
文
の
い
う
小
経
営
で
も
、
労
働
時
間
の

延
長
が
可
能
と
な
っ
た
点
等
に
も
注
目
す
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
第
三
章
「
大
都
市
中
小
工
業
の
組
織
化
」
（
大
森
一
宏
）
で
は
、
大
阪

の
メ
リ
ヤ
ス
工
業
を
題
材
に
、
地
方
工
業
と
の
対
比
を
念
頭
に
、
都
市
中

小
工
業
に
お
け
る
中
間
組
織
と
し
て
の
工
業
組
合
の
機
能
が
考
察
さ
れ
る
。

都
市
中
小
工
業
の
中
間
組
織
で
は
、
取
引
コ
ス
ト
の
低
下
や
情
報
の
非
対

象
性
の
解
消
が
主
眼
と
さ
れ
、
直
接
製
造
工
程
に
関
わ
る
生
産
コ
ス
ト
の

低
下
等
へ
の
関
心
が
薄
か
っ
た
点
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

特
に
地
方
と
比
較
し
て
都
市
の
中
小
工
業
を
分
析
す
る
際
に
は
、
都
市
特

有
の
集
積
の
メ
リ
ッ
ト
（
例
え
ば
下
請
・
関
連
業
種
の
競
争
等
）
に
配
慮

し
つ
つ
、
そ
れ
と
の
相
互
補
完
関
係
と
し
て
中
間
組
織
を
捉
え
る
必
要
が
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あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
第
四
章
「
都
市
化
と
貨
物
自
動
車
輸
送
」
（
北
原
聡
）
で
は
、
都
市
人

口
増
加
に
伴
う
疏
菜
（
特
に
軟
弱
疏
菜
）
消
費
の
増
大
を
、
貨
物
自
動
車

に
よ
る
近
郊
農
村
か
ら
の
運
搬
で
維
持
し
た
点
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
そ

の
際
、
行
政
に
よ
る
道
路
の
拡
幅
修
繕
が
、
輸
送
の
コ
ス
ト
削
減
及
び
時

間
短
縮
に
重
要
だ
っ
た
点
も
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
輸
送
業
者
の
大
半
が
、

自
動
車
一
、
二
台
の
経
営
規
模
で
あ
っ
た
の
も
興
味
深
い
。
だ
が
貸
切
営

業
か
定
期
営
業
か
と
い
う
点
に
関
し
、
輸
送
業
者
の
営
業
範
囲
や
取
引
相

手
の
組
織
化
（
産
業
組
合
）
等
を
考
え
る
と
、
定
期
営
業
が
行
わ
れ
な
い

蓋
然
性
は
低
い
と
思
わ
れ
る
。
輸
送
業
者
の
競
争
に
触
れ
て
い
る
が
、
そ

の
零
細
性
・
不
安
定
性
も
含
め
、
固
定
的
関
係
が
忌
避
さ
れ
る
側
面
も
考

慮
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
第
五
章
「
両
大
戦
問
期
都
市
失
業
対
策
の
展
開
」
（
原
信
芳
）
で
は
、

都
市
雑
業
層
に
対
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
失
業
共
済
を
、

社
会
保
障
先
進
国
ド
イ
ツ
と
対
比
し
つ
つ
考
察
し
て
い
る
。
日
本
に
お
い

て
は
当
初
か
ら
、
失
業
救
済
事
業
と
失
業
保
険
の
二
本
立
て
で
、
雑
業
層

の
失
業
問
題
に
対
応
し
よ
う
と
し
た
点
が
興
味
深
い
。
だ
が
ド
イ
ツ
と
の

対
比
に
際
し
、
重
工
業
の
熟
練
労
働
力
が
主
に
工
場
に
帰
属
し
た
日
本
と
、

移
動
を
行
う
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
両
国
の
社
会
保
障
の
あ
り
方
を
発
展
段

階
の
差
異
と
し
て
論
じ
る
の
は
疑
問
を
感
じ
た
。
西
欧
の
制
度
を
直
接
的

に
輸
入
し
た
の
で
は
な
く
、
都
市
雑
業
層
へ
の
社
会
保
障
に
特
化
し
た
日

本
の
特
性
こ
そ
が
重
要
な
の
で
は
な
い
か
。

　
第
六
章
「
酒
造
業
の
数
量
史
」
（
中
村
隆
英
）
で
は
、
酒
税
や
好
不
況

の
影
響
を
加
味
し
つ
つ
、
清
酒
生
産
量
の
変
遷
を
、
マ
ク
ロ
デ
ー
タ
を
利

用
し
て
分
析
し
て
い
る
。
消
費
の
場
で
あ
る
都
市
の
発
達
に
伴
い
、
関
東

や
東
海
が
清
酒
の
移
入
を
増
加
さ
せ
て
地
方
の
酒
造
業
発
達
に
貢
献
し
た

の
に
対
し
、
近
畿
で
は
生
産
量
を
維
持
し
て
い
っ
た
点
な
ど
が
興
味
深
い
。

し
か
し
漸
減
的
な
酒
造
量
の
推
移
に
対
し
て
は
、
単
に
税
率
の
変
化
で
は

な
く
、
都
市
拡
大
の
背
反
と
し
て
共
同
体
が
解
体
さ
れ
、
消
費
の
場
が
減

少
し
て
い
っ
た
点
や
、
飲
酒
に
対
す
る
言
説
の
変
化
等
、
社
会
的
変
化
の

側
面
を
も
考
慮
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
第
七
章
「
経
済
発
展
と
地
域
」
（
富
永
憲
生
）
で
は
、
統
計
書
や
市
町

村
史
を
利
用
し
つ
つ
、
広
島
県
西
部
を
題
材
に
、
近
代
産
業
の
動
向
や
在

来
産
業
の
近
代
化
に
伴
う
、
地
域
の
変
化
を
概
括
し
て
い
る
。
特
に
人
口

の
増
減
に
関
し
、
交
通
の
便
の
悪
い
山
間
村
で
は
な
く
人
口
増
地
域
の
近

隣
町
村
で
、
主
に
人
口
減
少
が
見
ら
れ
た
と
い
う
指
摘
は
面
白
い
。
だ
が
、

在
来
産
業
の
近
代
化
と
、
近
代
産
業
の
設
立
・
拡
大
は
、
労
働
力
や
工
場

立
地
の
点
で
競
合
関
係
に
も
な
り
、
ま
た
交
通
運
輸
や
電
力
等
の
更
な
る

発
達
を
促
す
要
因
に
も
な
る
は
ず
で
あ
る
。
両
者
の
複
層
的
関
係
が
考
察

さ
れ
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
あ
る
。

　
第
八
章
「
地
域
産
業
と
商
品
陳
列
所
の
活
動
」
（
須
永
徳
武
）
で
は
、

在
来
産
業
に
携
わ
る
個
々
の
業
者
で
は
困
難
な
、
市
場
開
拓
や
技
術
改
良

等
に
果
た
し
た
商
品
陳
列
所
の
機
能
を
詳
述
し
て
い
る
。
各
地
で
の
物
産

展
開
催
や
、
取
引
の
際
の
翻
訳
業
務
な
ど
に
も
携
わ
っ
て
い
た
な
ど
、
そ

の
広
範
な
活
動
範
囲
に
は
非
常
に
驚
か
さ
れ
た
。
だ
が
、
商
業
会
議
所
や

同
業
組
合
と
、
そ
の
機
能
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
住
み
分
け
協
力
関
係
に
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評童
臼

あ
る
の
か
が
分
か
ら
な
い
。
ま
た
、
商
品
陳
列
に
は
模
倣
や
特
許
侵
害
が

付
き
纏
う
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
へ
の
対
応
等
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
，

る
◎
盛

　
第
九
章
「
戦
時
期
日
本
の
地
方
工
業
化
と
そ
の
帰
結
」
（
藤
井
信
幸
・

奥
田
都
子
）
で
は
、
経
済
効
率
を
無
視
し
た
強
制
的
な
機
械
工
業
の
疎
開

が
、
地
方
の
…
機
械
工
業
発
展
に
と
っ
て
は
有
意
義
で
あ
っ
た
点
を
明
ら
か
．

に
し
て
い
る
。
特
に
在
来
産
業
と
結
び
つ
い
た
機
械
工
業
の
下
地
が
あ
っ

た
地
域
で
、
そ
の
移
転
の
効
果
が
顕
著
で
あ
っ
た
点
が
興
味
深
い
。
し
か

し
、
自
律
的
な
発
展
の
み
で
は
最
早
存
続
が
不
可
能
と
な
っ
た
地
方
経
済

を
、
国
家
権
力
に
よ
り
強
制
的
に
維
持
す
る
こ
と
は
、
そ
も
そ
も
在
来
産

業
が
持
っ
て
い
た
、
近
代
産
業
と
対
比
さ
れ
る
存
在
と
し
て
の
重
要
性
を

失
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
戦
時
期
が

地
方
在
来
産
業
の
終
焉
の
時
期
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
さ
て
本
書
を
通
し
て
の
感
想
で
あ
る
が
、
『
都
市
化
と
在
来
産
業
』
と

い
う
タ
イ
ト
ル
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
都
市
化
」
と
「
在
来
産
業
」
の
二

点
に
お
い
て
、
各
執
筆
者
の
見
解
が
異
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

明
確
に
区
分
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
大
ま
か
に
分
け
る
な
ら
ば
、

第
四
・
五
・
六
章
で
は
都
市
人
口
の
増
大
が
都
市
化
と
さ
れ
、
第
一
・
八

章
で
は
近
代
産
業
部
門
だ
け
で
な
く
在
来
産
業
部
門
も
増
大
し
た
点
を
都

市
化
の
特
徴
と
考
え
、
第
二
・
三
・
七
・
九
章
で
は
在
来
産
業
の
近
代
化

を
都
市
化
の
要
素
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
ま
た
第
－
部
の
地
方
都
市
の
場

合
、
都
市
化
と
は
地
方
を
東
京
化
・
大
阪
化
さ
せ
る
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う

か
と
い
う
疑
問
も
湧
く
。
一
方
で
在
来
産
業
に
関
し
て
も
、
小
零
細
経
営

を
重
視
す
る
第
一
・
四
・
八
章
に
対
し
て
、
そ
の
他
の
章
は
言
わ
ば
申
小

企
業
を
扱
っ
て
い
る
。
「
都
市
化
」
の
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
相
互
に
関
係
す

る
事
象
で
も
あ
り
、
「
在
来
産
業
」
の
場
合
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
問
題
で
あ

る
と
い
う
違
い
は
存
在
す
る
が
、
両
概
念
と
も
よ
り
明
確
な
定
義
付
げ
が

必
要
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
次
に
、
都
市
と
は
生
産
の
場
で
あ
り
労
働
の
場
で
あ
る
と
共
に
、
当
然

の
如
く
消
費
の
場
で
も
あ
る
。
そ
し
て
M
・
」
・
ピ
オ
リ
／
C
・
F
・

セ
ー
ブ
ル
『
第
二
の
産
業
分
水
嶺
臨
を
持
ち
出
す
ま
で
も
無
く
、
消
費
の

多
様
性
こ
そ
が
大
量
生
産
に
収
敏
し
な
か
っ
た
（
つ
ま
り
「
在
来
産
業
」

の
存
在
の
た
め
の
V
条
件
の
一
つ
で
あ
る
は
ず
だ
が
、
そ
の
点
の
認
識
が

弱
い
よ
う
に
感
じ
た
。
原
材
料
立
地
や
生
産
者
の
都
合
で
主
に
存
在
し
て

い
る
農
村
の
「
在
来
産
業
し
と
異
な
軌
、
特
に
消
費
地
立
地
を
し
た
都
市

の
「
在
来
産
業
」
の
場
合
、
よ
り
消
費
動
向
と
の
連
関
が
見
ら
れ
る
は
ず

で
あ
る
が
、
唯
一
消
費
動
向
に
気
を
配
っ
た
第
三
章
も
、
輸
出
品
と
し
て

海
外
の
消
費
動
向
を
問
題
に
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
都
市
な
ら
で
は
の

消
費
者
と
生
産
者
の
関
係
が
知
り
た
い
と
感
じ
た
。

　
最
後
と
な
る
が
、
本
書
の
大
き
な
貢
献
と
し
て
は
、
個
別
論
文
の
個
々

の
論
証
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
如
く
、
都
市
の
「
在
来
産
業
」
が
電
力
や
輸

送
、
情
報
交
換
や
取
引
コ
ス
ト
の
削
減
、
安
価
な
労
働
力
の
調
達
等
、

様
々
な
都
市
経
済
の
利
便
性
を
享
受
で
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
近
代
産
業
と

併
走
し
な
が
ら
拡
大
し
て
き
た
点
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ

こ
に
は
、
同
業
者
や
問
屋
と
の
関
係
が
第
一
に
存
在
し
て
い
た
農
村
の

「
在
来
産
業
」
と
は
、
大
き
く
異
な
っ
た
姿
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
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近
年
研
究
が
盛
ん
な
集
積
の
議
論
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
様
々
な
角
度
か

ら
都
市
「
在
来
産
業
し
を
検
証
し
た
本
書
は
、
「
在
来
産
業
」
研
究
の
在

り
方
に
大
き
な
発
展
の
可
能
性
を
与
え
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
二
年
、
三
一
〇
頁
、
六
一
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
み
や
ち
・
ひ
で
と
し
　
東
京
大
学
大
学
院
）
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